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「持続可能な漁業管理」は日本で付加価値と
なり得るか 

 

１．近年水産エコラベル認証の取得が促進されています。世界でも最もシェアが高い MSC（Marine 

Stewardship Council）や我が国発の水産エコラベルである MEL（メルジャパン）があります。

しかし、海外に比べて国内漁業の認証取得は進んでいない状況です。その阻害要因として、認証

取得の高額な審査費用と維持コストがあります。 

２．この問題への一つの対処法として、漁業改善プロジェクト（FIP）があります。FIP は認証制度

ではなく、認証取得を考える漁業に対し、持続可能な漁業へ改善するための民間ガバナンスに

基づく自主的なプロジェクトです。一連のステークホルダー（漁業、小売、流通、NPO、加工、

商社など）が協力し、持続可能性へ取り組み、商品を売り出します。もし FIP に付加価値があ

れば、水産エコラベル認証の取得を検討する漁業が増える可能性があります。 

３．本研究では、メバチマグロ刺身商品を対象にウェブ調査を実施し、水産エコラベルや FIP に対

する消費者の意識を調査し、消費者が FIP 参加漁業から調達された魚介類に対する付加価値（支

払意思額）を推定します。 

４．推計の結果、602 円（推定値）のラベル無しのメバチマグロに対して、MSC、MEL、FIP は、そ

れぞれ 13 円、32 円、17 円高く評価されました。つまり、エコラベルと同様に FIP 商品に対し

て 17 円という有意な正の価格プレミアムが存在することを初めて示し、日本の消費者がエコ

ラベル認証漁業と同様に、持続可能な漁業管理に対してお金を払う意思があることが示されま

した。 
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●農林水産政策研究所レビューNo.116（2023 年 11 月） 

URL：https://www.maff.go.jp/primaff/kanko/review/attach/pdf/231130_pr116_06.pdf 

https://www.maff.go.jp/primaff/kanko/review/attach/pdf/231130_pr116_06.pdf

